
大
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勝

林

院

江

藤

澂

英

◇

大

原

談

義

勅
修
御
傳
第
十
四
卷
に
i

文
治
二
年
秋
の
こ
ろ
、
上
人
大
原
に
渡
り
給
ふ
。
東
大
寺
の
大
勸
遒
俊
乘
房
重
源
、
い
ま
だ
出
離

の
馗
を
お
も
ひ

定
め
ざ
り
け
る
を
哀

み
給
て
、
こ
の
由
を
告
仰
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
弟
子
三
十
餘
人
を
相
具
し
て
大
原
に
む
か
ふ
。
勝
林
院
の
丈
六
堂

に
會
合
す
。
上
人
方

に
は
、
重
潦
以
下
の
弟

子
さ
も
そ
の
か
す
あ
つ
ま
れ
り
。
法
印
の
方
に
は
、
門
徒
以
下
の
碩
學
、
な
ら
び
に
大
原
の
聖
逹
坐
し

つ
ら
な

れ
り
。
山
門
の
衆
徒
を
は
じ
め
て
、
見
聞
の
人

お
ほ
か
り
け
り
。
論
談
往
復
す
る
こ
ε

咽
日

一
夜
な
り
。
云
々

世

に

「
大
原
問
答
」
或

は

「
大
原
談
義
」
、こ
し
て
人
口
に
膾
炙
せ
ら
る

・
も
の
に
し
て
、
元
組
大
師
の
芳
躅
中
け
に
絢
爛
た
る
御
事
蹟

の

一
頁
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

文
治

二
年
秋
八
月
七
日
、
天
台
座
主
權
信
正
顯
箕
法
印
は
順
次
往
生
の
大
事
を
决

せ
む
が
た
め
、
大
原
に
大
師
を
屈
請
し
、
法
味
を
分
つ

べ
く
南
都
北
嶺
の
高
僭
知
識
を
併
せ
て
招
聘
し
た
。
會
す
る
も
の
證
眞
、
靜
嚴
を
初
め
山
門
の
碩
學
三
十
餘
人
、
南
都

の
學
匠

二
十
餘
人

、

其
他
覺
行
信
都
、
聖
光
房
等
諸
宗
の
碩
學
高
僭

二
百
餘
人
、
三
井
寺
の
公
胤
檜
正
は
門
下
百
餘
入
を
牽

ゐ
て
來
り
、
大
師
は
東
大
寺
大
勸
進

俊
乘
房

重
源
等
三
十
餘
人
を
引
具
し
て
來
會
し
給
ふ
た
。

,

勝
林
院
丈
六
堂
の
寶
前

に
大
師
先
づ
肅

々
ε
し
て
歩
を
進
ま
せ
給

へ
ば
、
諸
宗
の
碩
徳

こ
れ
に
次

い
で
入
堂
着
座

し
た
。
大
師
の
側
に
は
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俊
乘
房

以
下
三
十
餘
人
、
顯
眞
座
王
の
方
に
は
永
辨
を
初
め
、
諸
宗
の
方
に
は
明
遍
、
貞
慶
、
印
西
等
の
龍
象
が
並

び
つ
ら
な
つ
た
。

か
く

て
談
義

は
開
始
せ
ら
れ
た
が
談
論
往
復
は
實

に

一
日

一
夜
に
及
ん
だ
。
大
師
の
読
法
は
封
辨
懸
河
の
瀉
ぐ
が
如
く
縱
橿
無
礙
、
輿
奪
自
在
に

し
て
法
相
、
三
論
、
華
嚴
、
其
言
、
禪
等
の
諸
宗
に
亘
つ
て
凡
夫
の
初
心
よ
り
佛
果
の
極
位
に
至
る
ま
で
、
修
行
の
方
軌
、
得
度
の
相
貌
等

つ
ぶ
さ
に
述
べ
給

ふ
て
、
盡
さ
.・
る
な
く
、
こ
れ
等
の
諸
法
何
れ
も
殊
勝
に
し
て
機
法
相
應
せ
ば
得
脱
疑
ひ
な
し
S
雖
、
源
察
如
き
頑
愚
の

た
ぐ
ひ
は
如
何
せ
ん
其
器
に
非
す
、
發

心
以
後
罌
道
の
諸
宗

に
就
て
廣
く
出
離
の
要
道
を
求
む
れ
共
、
易
修
易
行
の
法
を
得
ざ
る
は
、
時
下

り
入
愚

に
し
て
機
教
全
く
相
應
せ
ざ
る
が
故

で
あ
る
。
故
に
今
善
導
の
釋
義
、
三
部
の
妙
典
を
體
す
る
に
彌
陀
の
願

力
を
強
縁
・こ
す
る
が
故

に
、
有
智
無
智
を
論
ぜ
す
、
持
戒
破
戒
を
擇
ば
す
、
無
漏
無
生
の
國
に
生
れ
て
永
く
不
退
を
證
す
る
こ
、こ
は
是
れ
淨
土
の

一
門
、
念
佛
の

一

行
な
り
、、ヒて
法
藏
菩
薩
の
因
行
よ
り
彌
陀
如
來
の
果
位
に
至
る
迄
、
理
を
き
わ
め
辭
を
つ
く
し
て
読
き
終
ら
れ
た
。

而
し
て
こ
れ
涯
分
の
自

證
を
述

ぶ
る
計
り
な
り
、
全
く
上
機
の
解
行
を
防
ぐ
る
意
に
非
す
、、」宣
言
し
給

へ
ば
、
滿
座
の
大
衆
肅
然
-こ
し
て
聲

な
く
、
諸
宗
の
碩
徳
糜

然
,こ
し

て
風
に
向
ふ
が
如
く
信
伏
し
、
竊
か
に
自
己
の
機
根
渺
告省
顧
し
て
は
大
師
の
慈
教
に
感
泣
し
て
、「
形
を
見
れ
ば
源
筌
上
人
、
誠

に
は

彌
陀
如
來
の
應
現
か
」

-こ
感
歎
し
合

ふ
ば
か
り
で
あ

つ
た
。
か
く
て
顯
眞
座
主
は
自
ら
立

つ
て
香
爐
を
手
に
し
、
高
唱
念
佛
を
初
め
行
道
の

先
頭
を

つ
ご
む
れ
ば
、
大
衆
同
音
に
之

に
和
し
連
續

三
島
三
夜

に
及
び
、
こ
え
は
山
谷
に
み
ち
、
ひ
ゴ
き
は
林
野
を

う
こ
か
し
て
殊
勝
實
に

譬
ふ
る
に
も
の
が
な
か
つ
た
ε
い
ふ
。

大
原
談
義
の
歌
は
勅
傳
第
十
四
卷
に
舜
昌
師
が

そ
の
始
終
を
麗
筆
を
以
て
寫
し
て
ゐ
る
。
ま
た
談
義
の
席
に
親
し
く

列
し
た
ーこ
い
ふ
、
安

居
院
聖
覺
法
師
の
撰
ε
し
て
大
原
談
義
聞
書
鈔
な
る
も
の
が
そ
の
詳
細
を
録
し
て
ゐ
る
ゆ
本
書

の
眞
僞
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が

今
そ
の

問
答
ε
し
て
掲
ぐ
る
も
の
は
左
の
十
二
で
あ
る
。
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數

理

方

面

實

踐

方

面

・第

一

顯

眞

問
-

逋

離

生

死

・第
二

永

辨

問
i

權

實

漸

頓

・第
三

智

海

問
ー
i
附

傍

權

門

.第
四

諍

嚴

問
-

眞

如

淨

體

、第
五

明

遍

問
-

諸

教

勝

劣

第

六

貞

慶

問
-

覗

世

證

入

第゚
七

證

眞

問
ー

此
、
"土

證

入

.第
八

顯

眞

問
i

淨

土

無

相

.第
九

湛

歟

問
-

圓

教

作

佛

'第
十

重

源

問
ー

名

號

體

用

第

卜

一

顯

眞

問
-

他

作

自

受

第

十
二

永

辨

問
ー

罪

業

忘

念

◇

勝

林

院

名

稱

魚

山

勝

林

.院

別

名

證

據

堂
、

大

原

寺

所

屬

天
台
宗

別

格

寺

位

置

京
都
府
愛
宕
郡
大
原
村
大
字
大
原
小
字
勝
林
院
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「
小
原
女
や
野
分
に
む
か
ふ
か

・
へ
帶
」
(
そ
の
女
)

翠
黛
山
陰
、
高
野
川
の
清
流
を
發
す
る
大
原
魚
山
の
里

は
、
古
來
小
原
女
の
雅
趣
を
以
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
に
も

ま
し
て
わ
れ
等
に
は

「
大
原
談
義
」
の
古
事
に
多
く
の
關
心
が
持
た
さ
れ
る
。

大
原
勝
林
院
-

寺
は
清
流
妙
音
を
讃
え
る
呂
川
に
架
せ
る
魚
山
橋
を
渡
り
、
三
干
院
を
右
に
見
て
行
け
ば
、
熊
谷
入
道
腰
掛
石
が
あ
り

熊
谷
の
鉈
捨
籔

-こ
傳

ふ
る
數
本
の
竹
か
あ
り
、
更
に
律
川
に
架
せ
る
萓
穗
橋
を
越
ゆ
れ
ば
、
人
皇
第
八
十

二
代
後
鳥
勿

天
皇
、
第
八
十
四
代

順
徳
天
皇
の
大
原
法
華
堂

の
御
陵
が
あ
り
て
本
堂
の
前
に
達
す
る
。
本
堂
は
桁
行
九
間
、
梁
行
八
間
、
柿
葺
の
豪
壯
な
る
建
物
で
あ

る
。
堂

前
の
左
右
に
は
木
偲

樹
・こ
菩
提
樹
の
二
本
が
相
對
し
て
茂
つ
て
ゐ
る
。

四
園
を
案
す
れ
ば
東
は
比
叡
を
介

し
て
滋
賀
縣

坂
本
村
及
び
仰
木
村

に
獨
し
。
南
は
約

三
里
に
し
て
京
都
市
に
接
し
、
其
問
電
車

・こ
自
動
車
を
以
て
連
絡
し
て
ゐ
る
。
西
は
江
生
峠
、
鞍
馬

峠
を
越

へ
て
鞍
馬
に

至
る
、
こ
の
行
程
約
二
里
で
あ
る
。

北
は
敦
賀
街
道
に
依
り
、
大
溝
、
今
津

を
經
て
若
狹

に
逋
す
、
行
程
約
十
七
里
で
あ
る
。

堂
内
正
面
に
安
置
せ
る
本
奪
證
據
阿
彌
陀
如
來
は
丈
六
坐
像

に
し
て
、
立
像
の
不
動
明
王
-こ
毘
沙
門
天
を
脇

士
、こ
し
て
ゐ
る
。
現
在
の
本

釁

は
佛
師
香
雲
の
作
で
あ

つ
て
徳
川
中
期
の
作
で
あ

る
が
、
寺
傳
に
依
れ
ば
胎
内
に
慈
覺
大
師
・こ
惠

心
僭
都
の
作
に
な
る
小
佛
を
祀
る
,こ
い

ふ
て
ゐ

る
。

堂
内
西
側
壇
な
る
御
厨
子
中
に
は
木
彫
坐
像

の
法
然
上
人
が
安
置
し
て
あ
る
が
最
近
の
作
物
で
あ
る
。

勝
林
院
の
事
由
に
つ
い
て
は
同
寺
の
取
調
帳
に
は
次
の
如
く
記
載
し
て
あ
る
。

『
當
院

は
比
叡
山
の
別
院
に
し
て
文
徳
天
皇
仁
壽
年
間
慈
覺
大
師
の
開
創
な
り
。
其
山
を
魚
山
-こ
稱
す
る
は
唐
土
天
台
山
の
西
北
に
支
山
あ

り
,
以
て
魚
山
ご
い
ふ
。
聲
明
梵
唄
流
傳
の
招
據
な
り
。
蓋
し
慈
覺
大
師
入
唐
聲
明
秘
曲
の
源
底
を
究
め
、
彼
の
魚
山
に
比
し
て
更
に
當

山
を
草
創
し
、
四
十
九
院
の
佛
閣
を
建

て
始
め
て
無
作
の
妙
韻
を
擴
充
し
、
以
て
本
邦
聲
明
昔
律
紹
隆
の
本
所
ε
す
。
中
興
少
將
入
道
寂

源
法
師
長
和
二
年
發
心
止
佳
の
道
瘍
を
開
か
ん
ーこ
欲
し
、

北
舊
幽
闕
の
處
を
尋
ね
帝
京
の
頃
叡
岳

の
乾
に
當

り
、

一
堂
を
建
立
し
六
時
行

道
す
。

一
日
毘
沙
門
天
、
天
蓋
を
執
て
後
に
從

へ
り
。
爾
相
傳

に
は
紫
雲

に
乘
じ
て
覗
身
往
詣
す
ーこ
云

へ
り
。
即
ち
此
堂
を
號
し
て
勝
林
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院

・こ
い
ふ
。
院
内
現
在
三
ケ
坊
の
保
守
管
理
す
る
本
堂
な
り
。
加
之
源
公
所
領
の
土
田
を
以
て
堂
院
に
施
入
し
、
永

く
支
佳
信
の
資
縁

-こ

し
、
專

ら
聲

明
音
曲

の
奥
蹟
を
興
隆
す
。
然
り
而
し
て
本
尊
證
據
阿
彌
陀
・こ
唱
ふ
る
は
、
寛
仁
四
年
中
興
寂
源
法
師
台
嶺

の
碩
學
を
請
じ

て
法

華
八
講
を
修
す
。
覺
超
遍
救
の
兩
先
徳
、
佛
果
室

不
室
の
義
を
立
論
す
。
此
時
當
本
奠
親

し
く
室
不
室
の
現
證
を
示
し
て
中
道
實
相

の
本
意

を
顯
し
給

ふ
。
因
て
世
に
證
據
阿
彌
陀
-こ
唱

へ
、
又
は
塞
不
室
の
彌
陀
こ
も
稱
す
。
古
來
皇
室
に
御
由
緒
多

き
を
以
て
御
朱
印
高

六
十
七

石
を
賜
ふ
。
後
鳥
勿
順
徳
兩
帝
の
御
陵
當
院
内
に
屬
し
あ
り
、
故
に
從
前
保
守
奉
仕

の
任
を
茅
な
す
。
文
明

八
年
御
花
園
帝

七
回

御
忌
清

凉
殿
に
於

て
御
懺
法
講
執
行
せ
ら
る
べ
き
の
處
、
皇
居
流
火
の
た
め
回
祿

に
付
同
年
勅
額
の
儀
式
を
當
本
堂

に
移
さ
せ
ら
る
。

是
よ
り
先
き
應
永
年
度
以
來
明
治
革
新
の
際
に
至
る
迄
、
禁
中
御
法
會
行
は
せ
ら
る
毎
に
闔
山
の
住
侶
擧

て
參
勤
す
。
』
云

々
ε

こ
れ
に
依

て
見
れ
ば
勝
林
院
は
中
古
寂
源
法
師
の
開
創

に
か

、
る
も
の
に
し
て
」
大
原
名
所
記
に
依
れ
ば
丈
六
の
阿
彌
陀
如
來
像

は
佛

工
康

衙
の
刻
彫

な
り
、こ
云
ひ
、
佛
工
系
圖
に
は
定
朝
法
橋
が
父
康
爾
の
命
を
う
け
て
作
る
く旨
云
ふ
て
ゐ
る
。
康
禽

は
光
孝
天
皇
の
裔
是
忠
親
王
四

代

の
孫

で
あ
る
。

而
し
て
長
和
二
年
に
寂
源
法
師
か
こ
の
本
奪
を
安
置
し
て
當
院
を
創
し
た
、こ
い
ふ
が
、
寂
源
法
師
は
左
大

臣
源
雅
信
の
子

に
し
て
、
俗
名
は
時
信
-こ
い
ひ
池

上
の
皇
慶
阿
闍
梨
に
從

ふ
て
落
髪
受
具
し
、
顯
密
の
法
を
學
ん
だ
人
で
あ
る
。

示
寂

の
年
時
及
び
壽
を
缺

い
で
ゐ

る
。
(元
亨
釋
書
、
本
朝
高
信
傳
)

、

而
し

て
こ
の
丈
六
佛
を
證
據
の
如
來
ε
稱
す
る
こ
ーこ
は
、
往
昔
山
門
の
惠

心
壇
那
の
兩
流
の
徒
衆
が
、
こ
の
堂
に
集

合
し
て
佛
果
の
不
室

を
論
議
せ

る
時
、
慧
心
流

に
は
都
卒

の
檜
都
覺
超
が
不
筌
の
義
を
立
て
、
擠
那
流
に
は
靜
慮
院
の
阿
闍
梨
遍
救
が
室
の
義
を
立
て

・
互
に
相

爭

ふ
た
が

、
本
象
阿
彌
陀
如
來
は
中
道
實
相

こ
そ
我
本
意
な
り
、こ
て
、
室
の
義
に
は
相
好
を
顯
現
し
給
ひ
声

不
室
の
義

に
は
之
を
收
め
給
ふ

さ

こ
の
こ
ーこ
で
こ
れ
に
起
因
し
て
證
據
如
來
の
稱
が
あ

る
。

か

・
る
由
緒
あ
る
佛
像
前
に
於

て
、
文
治

二
年
の
秋
聖
淨

二
門
の
大
談
義
が
行

は
れ
た

ーこ
い
ふ
こ
ーこ
も
、
亦
所
以
な
き
こ
,こ
で
は
な

い
で
あ
ら
う
。

か
く
の
如
く
大
原
勝
林
院

は
文
治

二
年
(
皇
紀

一
八
四
六
)
に
先
立
つ
こ
、こ
百
七
卜
餘
年
前
、
長

和
二
年
(皇
紀

一
六
七
三
)
に
開
創
せ
ら
れ

一99一



邏
救
(
皇
紀

一
六
四
三
)覺
超
(皇
紀

一
六
八
八
)
の
兩
先
徳
に
依

て
す
で
に
談
義
の
前
例
が
あ
る
の
で
、
本
邦
に
於
け
る
談
義
の
道
瘍
ε
し
て

は
古
き

史
蹟
ぐ
》云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
現
在
の
勝
林
院
並
び
に
證
據
の
阿
彌
陀
如
來
は
往
時
の
そ
れ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
幾
多
の
變
邏
が
あ

つ
た
ら
し
い
が
、

現
存
の
も
の
は
安
永
七
年
の
建
立
に
か

、
る
も
の
で
、
本
堂
正
面
右
方
な
る
擬
寶
珠
の
鏤
刻
銘
に
依
れ
ば
、
寛
永

-こ
元

文
-こ
兩
度
に
炎
上
し

た
こ
ーこ
が
察
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
銘
文
は
左
の
如
く
記
さ
れ
て
あ
る
。

『
山
城
國
愛
宕
郡
魚
山
大
原
寺
勝
林
院
證
據
阿
彌
陀
堂
者
、
寛
永
年
中
因
春

日
局
御
願
、
爲
崇
源
院
殿
御
冥
幅
將
軍
家
御
建
立
也
、
元

文

元
年
丙
辰
正
月
炎
上
矣
、
諸
衆
雖
謀
再
建
資
財
乏
少
而
事
難
成
、
于
茲
明
和
四
年
以
寛
永
年
中
御
建
立
之
故
、
言
上
公
府
仰
願
御
助
成
之

處
、
蒙
募
衆
人
助
縁
而
可
爲
建
立
資
財
之
嚴
命
、
因
茲
於
難
波
津
七
ケ
年
間
募
衆
縁
之
所
、
助
縁

資
財
月
々
集
年

々
積
而
建
立
如
斯
成
就

畢
、
時
安
永

七
年
戊
戌
六
月
記
』

こ
れ

に
依
て
見
れ
ば
覗
在
の
本
堂
は
元
文
元
年
(皇
紀
二
一二
九
六
)
に
炎
上
せ
る
も
の
が
、
四
十
餘
年

の
長
年
月
を
經

た
る
後
、
漸
く
安
永

七
年
(
皇

紀
二
四
三
八
)
に
至

つ
て
復
興
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
無
論
本
象
證
據
の
如
來
も
大
師
當
時
の
も
の
で
な
く
、
前
述
の
如
く
現
在
の

も
の
は
佛

工
香
雲
な
る
も
の

・
作
で
あ
る
。
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◇

結

語

ー

あ
み
だ
佛
に
そ
む
る
こ

・
ろ
の
色
に
い
で
ば

秋

の

こ

づ

ゑ

の

た

ぐ

ひ

な

ら

ま

し

大
原
勝
林
院
i

は
元
租
大
師
二
十
五
靈
瘍
の
隨

一
、
第
二
十

一
番
の
聖
蹟
で
あ
る
。
八
瀬
大
原
の
郷
、
こ
れ
ぞ
洛
北
の
名
勝
、
翠
密
高

く
そ
び
え
、
山
容
相
逼
る
・こ
こ
ろ
、
淙
々
た
る
高
野
の
清
流

は
不
斷
の
梵
唄
を
奏
し
て
ゐ
る
。
春
宵
大
原
野
を
こ
む
る
霞
、
秋

日
木

々
を
染



む
る
紅
葉
、
四
季
の
眺
め
は
更
な
り
、

一
木

一
石
に
も
溢
る
・
が
如
き
史
蹟
の
數

々
、
來
迎
院
、
寂
光
院
、
三
千
院
、

さ
て
は
古
知
谷
阿
彌

陀
寺
等

、
附
近
ま
た
名
刹
が
少
く
な

い
。
京
都
市
の

一
角
、
田
中
柳
よ
り
叡
山
電
車
に
身
を
托
す
れ
ば
直
ち
に
八
瀬
に
着
す
。

更
に
自
動
車

を
利
す
れ
ば
、
靈
蹟
の
參
拜
に
は
至

つ
て
便
利
で
あ
る
。

大
原
談
義
1

わ
れ
等
は
七
百
年
前
、
群
る
諸
宗
の
碩
學
大
徳
を
前
に
し
て
、
玲
瓏
玉
の
如
き
元
祀
大
師
が
、
彌
陀
本
願
の
念
佛
を
高
調

し
て
、「
法
門
は
互
角
な
り
ε
雖
、
機
根
く
ら
べ
に
は
源
室
勝
ち
た
り
」

・こ
、
嚴
然
-こ
云
ひ
放
ち
給
ひ
し
雄

々
し

い
み
姿

を
偲
び
奉

つ
て
は
、

勝
林
院

の
丈
六
堂
、
證
據
如
來
の
曾
丁像
の
み
前
に
低
頭
合
掌
、
無
限
の
法
蛻

に
浸
る
の
で
あ
る
。
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